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新しい星雲の綾見

　濁國・・ムブルグ市外ベルゲドルフ天日塁ゐバ1デW・1；aade氏は強力の望遠鏡窩眞

によって大熊座β星より1／2。以内の所に極めて微光の星開脚を螢引した．氏は籔年前

に同じ大熊座の中に新しい星雲Star　Cloudを見付けたことがあって，其れの距離は丁

々70　OOO　OOO光年を知れたが，こんどの星雲は此の前のものよりも遙かに蓮）・ものら

しvt・といふ・今日最遽の星雲として知られてみるのは，口叩ヰルソン山天日垂でホブ

ル氏が獅子座に下見したもので，距離は約IO5000000光年である・若しバ1ヂ氏の今

度の装置が之れ以上の遠距離のものならば，ヰルソン山のレコ1ドを破るわけである．

　　　　　　　　　　　　　　學　界　の　名　響

　本年度，英國ロ1ヤル天丈學會の金牌は，米國リク天文垂長エイFケンR‘，L・rt　Grant

Aitken博士に贈られた．既κ：ひろく知られてみる逓り，エイトケン博士は過去三十数

年間リク天文窒で二重星の登見，調査及び概測につとめ，総計301）0個以上の新二重星

を螢見し，5（，昨年，二重星総目錐を完成した人である・

　叉，米國パシフイク天川學會の本年度のLブル1ス記念金牌「は，カナタ領ヰクトリ

や天文肇長プラスケト∫・S・1’tasl｛c・tt博士に贈られた・プラスケト博士は191S年以來

ギクトリヤに新設の天女塁に長として，多くの下下を督しつN，恒星のスペクトル研

究に專心してみる學者である・街ほ，既報（天界第131號第106頁）の如く，博士の

息H・H・Plaskett氏は今回故タ！ナ1教授の後繊者として英國オクスフオド．た學天

丈學教授に任命された．

　　　　　　　　　　　大宇宙に於ける星霧の分布櫃態

　米國ヰルソン山天文毫で二大反射鏡を用ひ，総計9α）枚の窩眞原板上に約21川m個の

屋霧を籔へ，其の分布を研究した．結果は銀河系内の吸牧物質と大宇宙の星衛の分布

を示す重要なものである・即ち，

　（A）銀河の中央線に星霧の認められないゾーンがある．其の幅は10。から41）’）i：及ん

でみるが，之れは例へば；有名なLうし■，　Lカシオペヤ「，L蛇遣ひ「あたりの星状幣の如

きものN存在を語るものである．
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　（B）尚此の外に，銀河の中心（銀経320。から330。）には南北40。に廣がつて摩る吸牧

帯があるが，正反封の方面（銀経140。，銀緯一35。乃至一40。）ではLうし「座のもの以外

に著しいものは無い．

　（C）一般に銀緯40。以上の所では，星霧の分布は略々一定で，一度李方につき・

　　　L100吋コ反射鏡の曝寓1時間の原板では　　237個

　　　L60吋■同　　　　　　　109個
　（D）L百吋「反射鏡の寓眞原板に現はれる星霧の籔は曝寓時間によって決定せられ，

略々下の鍛式で表はされる．

　　　　　　　　　　　］o．［r　］N”＝1，26×loq．　E十〇．135

但し，N！は1。卒方の星霧の数，Fは曝窟時聞（分で表はす）である・帰れにより，星

霧は空間的に一様に配列してみることが明らかである．

　（E）L百吋可鏡の一時間曝爲の限界光度（星霧を数へるための）は】9・8であるし，1又，

　　　　　一つの星霧の絶叫光農は　　　　　一133

　　　　　同　　　　質量は　　　　　　　太陽の500000000倍

であるから，大宇宙の空間に於）・て星霧相互の歯噛距離は　　1300000光年

　　　　　大宇宙全膿弔均の物質の密度は　　　　　　　　　　10『30

となる．

　（F）空の75仁方度に一つづsの星謡扇がある割合となる・〔1）Llb・A・S・P・（i931　Aug・）

282）

　　　　　　　　　　　　　銀河宇宙の購造の新研究

　白國nクル天文垂長ストロ1バンP・Str・・bant氏は多くのヘリウム星（B・型から

B7型まで）の二線運動を研究した結果，

　　　　　銀河宇宙の中心は　　　　　　　　　　　　銀樫　321。

　　　　　同中肋謙　　｛ep。、ll礫セク

　　　　　太陽の公轄週期は（太陽運動を毎秒270粁として）200　ooo　000年，

　　　　　太陽運動を操る中心引力の総實量は　　　　ユ60000000000×（太陽質量）

　　　　　購鱒は　　｛即。lll門下ク
といふ撒1直を得・た〔Bulietin，　Acad．　Royal　de　Belgique（lg30）No・Io）〕

　　　　　　　　　　　　　太陽の紅煽中に斥力あり

　大彗星の尾は菩逓，太陽と反攻の方向に出てみる・之れは太陽から興る一種不可思

議な斥力が働いてみるためであると，四五＋年前から學界では認められ，其の斥力と
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は何であるかといふことが研究された結果，多分それは輻射膣だらうと想像されるi’C

至った．

　ところが，一方に於いて，太陽の色球から大き）・速度を以って立ち昇る紅焔も，誠

に，不可解なものであり，其の速度が毎秒幾百キロと）・ふ驚くべき揚合もあることも

大問題であるが，更に，此の紅焔が上昇の途中に於V・て急に，胴突回覧に，速度を増

すことも不思議のたねと言はねばならない，

　近頃，米國パ1キンス天交皇のボブロフニコフN・T・13・brovni］（・ff氏は，各所で行

はれた紅焔の寓眞観測を研究して，之れに働く斥力の計算をやって見た・其れによる

と，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倍　　　　　　　　　倍
　　　カルシウム紅焔に働く斥力は　　　　太陽引力の　1・0058乃至　L723

　　　水素の紅焔紅焔　（働く斥力は　　　　太陽引力の　ユ・0251乃至　2・1S

ヌ，，一般に太陽面から高）・揚所ほど4均斥力は大き）・・叉，紅燭ガスの上昇速度が大

き）・ものほど，之れに働く斥力は大きいことが知れた・

　ボブロフ＝コフ氏は，尚ほ，紅焔の途中に於）・て突登的に速度を増すのは，何か一

種のL爆獲「作用が紅焔物質の内部に於）・て起るためだらうと言ってみる，ヌ，，氏は，

一般に大彗星の尾も再議する揚合が寸々認められるが，あれも，尾の中のCO＋ガスが

部分的に爆警するためだらうと言ってみる・〔・A・p・　J・74，i57（lg31）〕

　　　　　　　　　　　　詠い朝霧團の大きさと内容

　銀河の遙か遠方に星羅の集書が多くあることは，昨年來シヤプレイ敏授の指摘して

みることであるが，今まで知れてみるものを概括すると，下表の通り．〔［’tlb・A・S・R

（Ig21　AuguSt），　P．　252）

星霧團の位置
　（星　座）

　　　髪

　　乙　女

　　ペノレセ

　　大　熊

　　蟹　英

　　ペガス

　　蟹　柴→÷

中に含まれる
星霧の二二

　　800個

　　，s　oo

　　．t，oO

　　：．IOO

　　l50

　　1｛）0

　　70

忍女蟹の

幌直径
　　む
　1．7

　12．0

　2．0

　0．7

　1．O

　l．0

　0．16

　地球からの
　距　　　離

52000000光年

6　500　ODO

34　OOO　OOO

78　OOO　OOO

tt，6　OOO　OOO

26　eoo　ooo

78　OOO　OOO

　星霧團の
　直　　樫

1500〔）O〔1光年

13000〔ゆ

1　140　oeo

9，　OO　OC）0

550　OOO

d20　ooe

220　O｛）O

但し，占％まHubble，　Carpenter川目装見，撒はLundmユrk氏登見のもの・

　　　　　　　　　　　　ベテルギウズ星の攣光週期は

　この不規則な攣星は約百年前ジヨンハ！シユルが攣光装見以來，多くの臆測奮にも

謎の星と思はれてるたが，最近，丁丁のステビンス∫．Stebbins氏が1908年力・ら1931
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年までにわたる長年の観測を整理した所によると，およその攣光は，やはりボトリン

ガア1　ttlinger氏が覗線速度の研究から見つけた如く，週期が6年より少）・5・｛ar．　781で

あることが確かめられた，此の週期の攣光範園は約1／2等級である・即ち，

　　　　　極大光度＝1919，8＋5．781×E
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3600
　　　　　視線唯一＋20・81＋2・06…篤7窺一（t－1906・10）

　しかし尚ほ此の外に，一年内外の週期による著しい攣光が明らかに認められるから

今後も観測者の注意は必要である．〔XVashburn　1’ub・XV，4（・g3・）〕

　　　　　　　　　　　　大遊星の表面の爲眞撮影

　一一・般の天文家は木星や火星の表面齪察を眼親的に大望遠鏡を用ひて行ふのが最も詳

密な結果が得られるものであるが，此の方法による一つの鋏黙は個人差が多）・こと掲

checkが帆手な）・ことである．そこで来掛・1zル天丈窒では1905年頃からし24吋「屈

折鏡を用ひ，適當な着色フィルターを使って，黄色四駅は215倍，青色窺眞は175倍半

倍率で，撮影してみる．（米國リク天丈垂iでもライトW・H・Wright博士が1923年頃

から此うした色尽眞で大遊星の寓眞襯測をしてみることは既報の逓り，日本狙撃至上

第3巻報告の山本一清氏講演参照）．去る1931年六月，米國パサデナ市の學會で，ロi

エル天下塁のスライフアE・C・Slipher氏は止の長年の爲眞観測結果を報糊した・其

の報告の結論として，

　（ユ）火星の表面には四季の同化や，日kの攣化や，種々の進化録事化が絶えず行は

噛してみる．

　（2）木星や土星の表面の骨化は多少不規則的で，むしろ著しく無秩序に，混沌とし

てみる．

（3）木星や土星の表面の種々な模様は，其の星を包む大氣の，非常rc高）・所に存在

するものである．押れは模様が著しく蓮：動ずることからも肯かれる・

　（4）即ち，木星と土星は著しく地球と異った状態にあるが，火星は地球と非常によ

く似てみる，

　叉，窺眞撮影の技術からは，

　（1）　諸遊星（蘇に木星）の表面は種々の色によって明るさに大差あること？

　（fl）乾板の感光液の特性，

　（皿）　イラヂエ1シヨンや露出時間が遊星の直：脛測定の結果を著しく攣へること，

など指摘された．〔Pub．　A・S・｝’・（Ig31　August）〕

　　　　　　　　　　　　　太陽紅焔の電氣性

一般に太陽面上の紅娼（ブルミネンス）は下の6種類に分けられるe

（1）静穏紅焔・形状が数日乃至数週間不全のもの，

（2）爆嚢紅焔．一般に垂直に上昇するもの，速度は上昇と共に増す，
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　（3）活動性紅焔・形の攣化激しく，太陽面上の活動．中心に引き付けられて分裂し，

禽ほ暗々吸ひ込まれるもの，

　（4）黒鮎紅焔．．活動性紅焔の一種にして，黒黙と密接に關連し，黒鮎より直接に噴

出ヌ．は降下する状を呈するもの，

　（5）旋風式紅焔．なひたる縄の如く密接に旋回するもの，

　（6）漫歌紅焔．クロモスフエア（色球）から分離して，浮遊するも¢，

　来國ヰルソン山天文塁Z）ペチトE・Pettit．氏の研究によれば，永素ガスの紅焔は帯

電してみないため，活動性紅焔に於いて太陽面に吸ひ込まれる傾向は現はれないが，

カルシウム紅焔は明らかに帯電せるガスであるため，吸ひ込まれる有様が明らかに見

える．しかし，カルシウムは漸次稀薄になって消え易V・，之に反し，水素紅焔は多く

はガスの粘性によって流線を書くものであるが，毒命は比較的長く，形を崩さない．

　太陽面の活動黒占PCは，紅焔にi封して，時々，機械的な析力と，電氣的な吸引力とが

同時に働らきかけてるる有様が見える・19t8年6，月8日の日食の日に見えたかの‘」太陽

巨獣”Heliosaurusなどには之れが明らかであった．〔PubL　A・S．　R（lg31　August）e

270）

　　　　　　　　　　　　極めて長い週期の分光蓮星

　米国ヰルソン山のサンフオドR，F・Sanford氏はボス目録第1074番星（ノ・iゾ1ド

のヘンリドレiパ目嫁第29094番）h｛・

　　　　週期＝6270日　　即ち　　17・年11

と）’ふ長週期の分光蓮星であることを登見し，其の軌道を資表した・〔Pub・A・S・P・

（lg3亙August）268〕禽ぼ同様な長週期のものは下の如し・
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　　　　　　　　　　　　　山形星霧内の色の分布

　米國トウサン天3（keのカ1ペンタE・F・Carpenter氏は同所のL三十九吋「反射鏡を

以って，M51（Sc型），　M82（不規則）等の渦形の星霧を，色寓眞によって撮影し，其

の光輝の分布を研究したところ，渦形の腕の所々に於V’て著しく色指数の異なる事實
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を認めた．星明の申心部は＋1・6とv・ふやうな色指藪であるのに，少しく外方では，

＋0．6ぐらゐが曹通である・最：も外部では一〇・3である．逸れ等によって知られるこ

とは，ジ1ンスの恒星．創成i晩により恒星が渦形星露から生れるとき，若い赤色巨星が

先づ．中心部に登生し，其の後漸次，腕に澹ふて外方へ移動すると共に，星は進化して，

高温の白色星となるといふことである・

　　　　　　　　　　　　ミシガン大壁骨皮蔓の改構

　米國ミシガン州アンア！バ1　．Ann　Arbor市にあるミシガン大越の天交肇は1855年

デトロイト市の有力者たちから18000弗の寄附金を以って創立せられたものであって，

今日までLデトロイト天文窒コと名乗って來たカ㍉事實はデトロイト市から40哩も離れ

てみて，郵便物は多くデトロイト市一門ひ込むなど，不便が多かったので，最近，ミ

シガン大二天丈墓The　Observato’ry　of　the　University　of　Michiganと名を改めること

にした．

　因みに此の天文墓は，創立最初の等長は球面天丈學で有名なブリユンノウBrifnnow

教授で，其後はブ敏授の唯一の弟子ワトソンWa亡sonが纒いだ，それから第十九世紀

末．には現リク天文窒名轡千引カンt“’］レW・W・Campbell博士を出すなど，多くの英オ

を輩出した川裾皇である・近年まで二重星界の櫨威・・セイHussey博士が塁長trあっ

たが，其の死後力1テス，Cilrtiss博士が縫ぎ，南阿ブル1ムフオンタインとレ1クア

ンゼラスに出張所を置》・たが，力嚢長は昨1931年死し，其の後叉一人のカiチスH・D・

Curtis博士が等長に新任された．

　　　　　　　　　　　パ1キンス天女蔓のL69吋コ鏡

　兼國パ1キンス天文墓長ステッソンH・T．Stetson氏の報告によれば，同天文墓が

一世界第三を誇ってみる所謂L六十九吋■（口径175センチ）の大反射鏡は，かねてワシン

トン市標準局Bureau・f・Standa・d・でガラス塊を同作し，ピツバiク市・sカIJ・

W・Fecker會祉で研磨されっNあったが，いよいよ其れも出來上ったので，英領カナ

ダのギクトリや天文墓守∫，S・Plaskettプラスケト博士を聰して，最終の光學試瞼

を近く行ふこと職つたが，責任もあること・て，標準局からは酬ドナlI・c・

Ga「dner博士が出張，此の試瞼に立ち合ふ由・

　　　　　　　　　　八回の日食観測時間合計十五分間也

　米國ゾ1ジaヤ州立大胆天文塾長ミチェルS・A．Mltchell教授は去る十月の大英協

會年會で一ワ・鳴の喰観測報皆（天界第1‘zo號第2瓢頁参照）を獲紅た・其の時

の氏の言によると，今回の日食親測は氏の第八回目の引回であるのだが，八回にわた

るH食襯測時間を合計すると十五分間となる・」又此の八回の日食襯菅野征のため，氏

は無慮九萬マイル（十四萬五千粁，叉は37000里）を放行したことになるといふ・
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　　　　　　　　　　獅講座流星瞬の最盛期について

中央アジヤ露領タシケント天文蜜のマルツエフV・Maltzev氏は有史以下前後31回
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にわたる獅子座流星雨の出現に夫

れ夫れ重みを附して，下式により

出現の週期を求めた・

　to－nP＝＝t．

但し，こxで，亡。は原期，nは回

藪，tは襯測年である．計算の結

果，下記の如く，週期が漸栽しつ

xある事を知った．
　　　年　　　爺
　1）＝32．94－O，UO12；57　（T－1900）

之れにより，流星群の軌道の降交

黒占は

　．L一）　＝　23・2041．X6　一1．／72S（T－1900）

爲に，之れを基として，最近数年

間の流星群出現の最盛期を計算す
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（グV＝チ時）

16日22時

ユ6日5時

16B11時

16日17時

ユ7日0旧

ると下の如くなる・

（日本中＝央標準時）

　17日午前7時

　16日午後2時

　16日午後8時

　17日午前2日寺

　ユ7日午L前9日＄

（C）bs．　690）

（月齢）

　　7

　　18

　　28

　　9

　　21

　　　　　　　　　　　　1951年度の佛國アカデミ賞

翫1931年度のフランス國アカデミ賞として，例年の如の，學術の各方面にわたり，

三目が登表されたが，天丈關係では下の逓りである・

　ラランド賞，パリ天丈奎ラガルト：Lagarde氏（天丈計算法研究のため），

　ヅ　ル　ツ　賞，ソルボン大學クレチヤンH・Chr6tit・n氏（天交光學研究のため）・

　ポンテクーラン賞，同　シヤジJean　Chazy氏（分析力學及天艦力學研究により）・

　　　　　　　　　　　　　流星藤を集む

　米国フロリダ州ロリンス丁丁のマケムソン　M・W，Makems‘mず専士は，學院構内K：

あるブ1ジニや湖Lake　Virginiaの水泳跳込皇の上に大形の垂を設けて，去る争一月

中旬の獅子座流星が飛ぶ夜，空華申rc飛散した流星藍の落下を拾ひ集めた・其れによ

ると，落ち積った流星塵はオブシデアン（黒曜石）の如きガラス質で，色は，透明の美し
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いガラス質から，コノ・クの如きものに至るまで種々あった此等ガラス質のものは多く

電氣叉は磁氣を帯びてみるが，陥れは多分高暦の帯電大氣層を通過したNめであらう．

　同様な流星塵の見本は，米國ハiゾ1ド學院天文毫のフイシやW．」．Fisher博士

も所有してみるし，ヌ■，英國アイルランドのダブリンではハ1トレイ　1｛artley，ラメ

1ジRamage野毛も1897年十一月に同様な流星董を拾軽し，爾ほフランスではルドi

Lucien　Rudaux氏も同種の槻測をしたことがある．

叉，超蓬度の星霧獲見さる

　来國ヰルソン天文肇長アダムスW・S・Adalns博士の登表によると，ボブル11ubble，

ヒユマソンIlun恥on雨氏は双子星座に毎秒15000哩（部ち24000粁）とv・ふ超速度の星

霧を二つも見つけた，太陽系から此等の星霧までの距離は約135000000光年である．

　　　　　　　　　　　　　天女屈折の新公式

　星の光りが地球の大氣を通って來るために屈折して，天頂距離が實際よりも小さく

覧えるこ． ﾆは有名な事實で，昔のトレミ1以來の問題であるが，嚴密には解決されて

みな）’・近頃，英國ダブリン旧註のプロムマH・C・Plummer敏授はM・N・？2，25，

（1931）に天文屈折の實用的な公式を研究登表した．同氏によれば，天頂距離500まで

は軍に

　　　　R＝tan　（zo－Zノ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

で充分である．但し，このRノは分の軍位で表はした屈折角，ZQは度の軍位で表はし

た天頁距離，Z！はZ。と同じ籔値をたし“分で表はすの意である・例へば天項距離50。

の星の光りの屈折量は

　　　　　tan（50。一50！）＝1／9！！4

となる．

　次に，今少し天頂；巨離の大きい星までの屈折量は，RコAtanZ－B亡an3Zの形のもので，

　　　　　R＝58．”294xtan　Z一（）．066SL）xtan3　Z　（L））

此の式は天頂距離7soまでを満足に言ひ表はすことが出來る・

　更に大なる天頂距離の場合までも言ひ表はすために，大氣が假りに二種類のガスの

混合膿であるとし，其の各々につv・て，一般的に　R；a　tanユ！2｛tan『1（b　tan　Z）｝と

）・ふ公式を用ひて　R　・＝altan　l／2｛tan一ユ（bl　tan　z）｝十a2　tan】／2；｛tan－1（1⊃2　tan　z）｝

とし，實際，大氣中にはL酸素「とし窒素「とが3封8の割合に混じてみるとして，上の

式に磨用レ

　　　　　　　　　　　31．”796　　　　　　　　　　　　　　　　　　　84！ノ790

　　　　　R二菰痂晶晶至＋、。・Z＋7諦』Z緬・5985＋、。・77（3）

を得たt
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　下表は此の三つの式によって算出したものと，ベセルBesselの掻払値：との比較で

ある・簸れによって夫れ暗れの公式の特徴が明らかに知られる・

i天頂

覧｣
襯　　測 1（・） 差 （2） 1差

1
（
3
）
9

差

oo 0！　0／！0 0／　0！！0 0／！0 0！　0．”0 0，ノ／0 0〆　0．”0 0．！！0

一

150 1　9．4 1　9．荏 0．0 1　9．4 0．0 1　9．4 0．0

r
D
8

∩
V
8
4
3 1

9
一
4
9

0
0
ユ ρ

0
ウ
0

リ
ヨ
3

厚
0
3

8
1
0
0
8

2
22
4
幽
5
6
4
ゐ
9

5
4
2
2
5
2

1
2
3
5
5
6
7
8
9

1
4
∩
◎
4
6

1
1
1
9
漏
9
ゆ

0
0
5
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

6
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9

O
O
　
　
1
　
　
9

9
　
　
5
　
　
r
D

　
　
　
q
O
　
　
2 4

　
　
E
り

∩
ヲ
　
　
8

ド
D
　
　
り
劃

月
’
　
　
2
　
　
0

0
0
　
　
曜
’
　
　
2

　
　
　
4
山
　
4
高

4
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
4
幽
　
1

5
　
　
9
0
　
阿
0
　
3
　
　
　
　
1

1
2
3
4
5
6
6
7
8

0
　
　
2
　
　
6
　
　
3
　
　
R
）

1
　
　
1
　
　
1
　
　
2
　
　
9
り

　一　O．8

　一　3．7

　一　8．2

　－19，8

　－24．1

　－29．6

　－36．6

　－46．1

　－58

＿1／13”

一1　34

－1　55

－1　or　o

十1　42

1　40．6

2　3S，8

．c，　34．1

0r　18，4

5　51．2

6　3一　O．7

7　IS．7

8　17，1

9，　27

／0　38

10　4S

1　40

1－153　45

L　ca
1

604

889
ゆ

2
　
　
4

4
　
　
9

9
e
　
－ 925

69
り

リ
リ

2
　
　
4

4
孔
　
8

2
　
　
2
25

厚
0
　
　
4
ゐ

4
ム
　
2

り
．
ゆ
．
　
げ
D

9
創
　
5
92

1
　
　
9
自

り
O
　
K
U
K
U
　
ρ
0
7

8
　
　
9
1
　
　
4
　
　
8
　
　
4

1
　
　
1
　
　
1
　
　
2
6リ

リ

00

0

0
　
　
8

0
　
　
0
41

62

】
　
　
0

5
一

11

　
　
　
　
！

25

ﾐ
　　

@　

「
’
　
　
6

9
り
　
4
↓

リ
リ
　
　
6

　
　
　
　
1

　｝

9り
0

871　
一

。◎

　o．o

　o．o

十〇，1

十〇，2

十〇．3

十〇．o．，

十〇．4

十〇．3

　0

十1

－1

－3

十1

　0

　　　　　　　　　　　　宮島血膿観測所の纒緯度

　長野縣上田市原町三丁目にある宮島天丈i藝ではその概測地黙の輕緯度につき取調べ

中であったが，今回左の通り確定獲表せられ，叉其の構呼につV・ては私設宮島天臆捌

測所（Private　Observat（）ry　of　Miyajilna｝と命名した・

　　東纏　138度15分24秒　　　　北緯　36度24分6秒

　　梗高　460メ1トル　　　襯測皇の高さ8・3メ1トル

第五回汎太平洋學術晶晶は延期された．

　既に本誌上に於いて幾度も記した如く，第五回汎幽幽洋學術會議は來1932年五月

カナダ領ギクトリや市で開かれる劃定であったが，去十一月末，突然カナダより電報

で，一年間開會延期の旨，知らせて來た・理由は明らかでな）・が，目下世界を癒じて

田圃上，叉，財政上，甚だしく不安であることによるのでな〉・かと思はれる・


